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一般社団法人日本人材紹介事業協会（以下「人材協」という）の会員各社は、変容を続ける社会経
済環境の 中にあって、個人の意思と特性を尊重した職業の紹介、人材を求める企業への適正人材の紹
介を通じ、就業機会の拡大、人材の最適活用の実現に努め、よって広く国内外の産業社会の発展と個
人の充実した職業生活の実現に寄与することを社会的使命とする。
この使命遂行のために会員各社は、人材紹介事業者としての専門能力を高め、個人の人権や企業の

機密に関わる事業に携わることを自覚し、法令遵守を自らに厳しく課し、企業倫理を高く堅持して、
益々強まる社会的な要請に応え、その役割を積極的に果たしていかなければならない。
人材協会員各社は、このことを深く認識し、社会的な信頼と貢献をより確かなものとするため、会

員の総意により基本理念と行動基準を定め、責任をもってこれを遵守するものである。

人材協の「倫理綱領」（冒頭を抜粋）

・会員数は２５２社（２０２３年２月末現在）

・会員は大手事業者から中小事業者まで～８割以上は従事者数３０名以下の事業者
・首都圏・北関東に本社所在の会員が６割強を占める

従事者数 社数

5人以下 95

～10人以下 70

～30人以下 46

～100人以下 24

100人以上 17

【規模別】

本社所在地域 社数

北海道・東北 6

首都圏・北関東 171

近畿 19

北陸・中部・甲信越 12

中国・四国 14

九州 30

【本社所在地域別】

【人材協のご紹介】 ホワイトカラー領域での人材紹介事業者を中心とした団体です
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〒105-0011
東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル西館２
Ｆ
TEL 03-5408-5454／FAX 03-5408-5420
http://www.jesra.or.jp

人材協事務局

【人材協のご紹介】 協会の沿革

昭和45年 4月 人材協の前身「全国民間人材銀行懇談会」発足

昭和46年 5月 前記「懇談会」を改組して「民営人材紹介事業協議会」(略称「人材協」)を結成

昭和47年 2月 「日本民営職業団体協会」(略称「民団協」)発足,傘下職業別団体として「人材協」も参加

昭和61年12月 「社団法人全国民営職業紹介事業協会」(略称「民紹協」)設立

平成元年 4月 「民営人材紹介事業協議会会則」を制定

平成 2年 5月 人材協の「基本理念と行動基準」を策定

平成 9年 5月 人材協の「基本理念と行動基準」を「倫理綱領」として改定

平成 9年 9月 規制緩和と改正ILO条約に対する声明文を発表

平成11年 5月 日本経営者団体連盟（日経連）に団体加盟（現：日本経済団体連合会）

平成11年 9月 日本労働研究機構との共同研究「ホワイトカラー職業紹介の規制緩和」を発表

平成12年 5月 社団法人日本人材紹介事業協会 設立（社団法人化）

平成12年10月 人材協内に「再就職支援協議会」を設置

平成16年 5月 「倫理綱領」および「行動基準」を改訂

平成18年 6月 法務実務セミナー開催開始

平成19年 4月 人材協認定「人材紹介コンサルタント資格」事業開始

平成19年 8月 人材協主催の職業紹介責任者講習開始

平成24年 4月 一般社団法人に移行

平成24年10月 人材ビジネス４団体による「一般社団法人人材サービス産業協議会（JHR)」設立・加盟

平成27年10月 人材協内に「医療系紹介協議会」設置

公益社団法人全日本病院協会、一般社団法人日本病院会、公益社団法人日本看護協会様に毎年活動報告の実施

平成29年11月 人材協内に「新卒紹介協議会」設置
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類型Ⅳ 派遣 スポット型
（事業者雇用×有期（業務単位））

医療、介護、保育分野では極小、
イベントスタッフ派遣等

人材供給サービスの類型 【医療・介護・保育の場合】

6

病院が
直接雇用

派遣会社が
雇用

類型Ⅰ 人材紹介
（求人者雇用×無期）

医療、介護、保育の人材紹介領域
サービス範囲：雇用契約まで

類型Ⅲ 人材紹介 スポット型
（求人者雇用×有期）

応援ナース
医師スポット紹介等

類型Ⅱ 派遣
（事業者雇用×有期×継続）

医療事務、介護スタッフ等
（看護師は産休代替や、医療機関以外で

あれば派遣可能）

フロー型（1求職者１課金、求職者が入れ替わっていく）

非継続前提
（期間限定）

継続就業前提

ストック型（1求職者継続換金、求職者を蓄積していく）



成功報酬制～1名採用の為のプロセスの例

1名ご入社

内定応諾

内定

最終面接 最終面接 最終面接

応募 応募 応募 応募 応募

求人紹介 求人紹介 求人紹介 求人紹介 求人紹介 求人紹介

内定辞退

1名採用の成功報酬をご請求

求人者による書類選考・面接

求職受付

採用決定者
に対して

10～20倍の
求職者対応

一名
採用求職 求人1714万件

（令和２年度）

777万人
（令和２年度）

60万件
（令和２年度）

民営の有料職業紹介事業の利用件数

※厚生労働省「職業紹介事業報告書」（平成 29 年度報告）集計結果より

職掌紹介事業者による採用コンサルティングやキャリアコンサルティングを実施しています。
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キャリア
コンサルティング

キャリア
コンサルティング

キャリア
コンサルティング

キャリア
コンサルティング

キャリア
コンサルティング

キャリア
コンサルティング

キャリア
コンサルティング

キャリア
コンサルティング

キャリア
コンサルティング

相談のみ 相談のみ相談のみ



紹介事業の紹介手数料と収益の構造 ２ ＜収益性とその不安定要素＞

販管費
800万円
／1名

人件費
600万円
／1名

（フリンジ込）

紹介事業

経費 売上

①コンサルタント1名コストと売上の例
人件費＜1名600万円（フリンジ20％込）＞と想定）や、その
他の経費等（従業員1名あたり800万円と想定）に対して、利
益を出すためには、手数料が1件当たり120万円の場合は、年
間12名以上の決定が必要となるが、様々な要因が売上利益の
変動リスクとなる。

※オフィス賃料、
通信費、システ
ム費、宣伝広告
費、販促費、教
育費、その他管
理コスト等

※一般的に、不況等
で求人が大きく減少
する時期、好況で求
職者が減少し求人・
求職のバランスを欠
く場合、コンサルタ
ントの入退職要因等
で売上に影響が大き
く出て、業績が下が
る傾向。

※一般的に、繁忙期、
好景気で、求人や求
職者がが多い時期、
求人と求職のバラン
スが取れている時期
は業績も上がる傾向。

人材紹介ビジネスの事業運営は不安定要素が大きく、例えば、不
況期（2009年～）リーマン～東日本大震災では、赤字の決算年度
もあり、事業継続のためには、利益を出せる年度による内部留保
は当然必要となる。また好景気時には投資項目として増員、法改
正時期は、教育やツール類の改訂・システム改修費などの投資も
必要となる。

経費
売上

2012年決算

経費
売上

2018年決算

②ある紹介事業者の年度単位で見た収益の増減の例

▲16％

＋17％赤字

黒字

←様々な要因
によって
大きく変動

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円

120万円



紹介事業の紹介手数料と収益の構造 ３ ＜業態別の売上利益率の分母額の比較（同年収と仮定した場合）＞

無期雇用（年収400万円） 120万円（30％）

紹介手数料（採用時に1度だけ）

有期/無期雇用
（年収400万円）

22万円
（11％）

紹介手数料（同じ人材の有期反復雇用の場合継続支払い）

届出紹介手数料

上限紹介手数料

本人支給給与
マージン

（派遣料の25～30％）

派遣料

売上

売上

広告料
求人広告

売上

※採用者ゼロでも広告費はかかる
（費用をかけても採用できないリスクは
求人者側に）

派遣料は派遣が継続する限り
継続支払い



令和4年度厚生労働省委託 民間人材サービス活用検討事業
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社

「職業紹介業に関するアンケート調査報告書」より関連箇所抜粋
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医療・介護・保育分野に関する補足資料
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Ⅰ.調査概要
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Ⅱ.調査結果（２/４）
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Ⅱ.調査結果概要（３/４）
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Ⅱ.調査結果概要（４/４）
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Ⅳ.職業紹介への不満、クレーム等（求人者調査より）
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Ⅳ.職業紹介への不満、クレーム等（求人者調査より）
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Ⅳ.職業紹介への不満、クレーム等（求人者調査より）
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Ⅳ.職業紹介への不満、クレーム等（求人者調査より）
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Ⅳ.職業紹介への不満、クレーム等（求人者調査より）
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Ⅳ.紹介手数料について（求人者調査・職業紹介事業者調査より）
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Ⅳ.紹介手数料について（求人者調査・職業紹介事業者調査より）
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Ⅳ.紹介手数料について（求人者調査・職業紹介事業者調査より）
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Ⅴ.国への要望（求人者調査・職業紹介事業者調査より）
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3分野を取り巻く課題への対応について



医療・介護・保育分野における職業紹介事業に関する課題への対応
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課
題

課
題
へ
の
対
応

紹介手数料の
高さ

紹介された就職者
の早期離職

人材確保が
困難

優良な職業紹介事業者の利用促進 悪質な職業紹介事業者の排除

ハローワーク、ナースセンター
におけるマッチング 魅力ある職場づくり
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